
１　段位別受審者及び合格者数

初段 弐段 参段 計

受審者 38 13 1 52

合格者 29 10 0 39

２　講評要旨（栗原 和包 審査員）

　○ 移動は、すり足が基本。 足を上げて踵から着地しているから、ドンドンと音がする。

　○ 引き手が不十分。 強く引き手を取れば、一撃で相手を倒せる威力のある突きになる。

　○ 追い突きの時、腰の押し出しと下丹田を意識的に締めることが大事。大きな声で気合を

　　  入れれば、下丹田が締まる。

３　段位別受審者の形の選択状況

（１）初段

抜塞大 観空大 燕飛 慈恩 計

20 － 1 17 38

53% － 3% 45% 100%

（２）弐段

選定形

抜塞大 燕飛 計

8 5 13

62% 38% 100%

得意形

燕飛 慈恩 観空小 五十四歩小 計

1 8 1 3 13

8% 62% 8% 23% 100%

（３）参段

選定形

抜塞大 燕飛 計

1 － 1

100% － 100%

得意形

慈恩

1

100%
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